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考えられている．しかし，透析患者においては，感染
患者が高齢者に偏っているとは言えず，高齢者の感染
リスクが高いとは言えない状況であった．逆に考える
と，若年者であっても VA 関連感染のリスクに関して
高齢者と同様に注意を払う必要があると言える．

5　結　論

9 年間の VA 関連感染サーベイランスにより，VA 関
連感染に関する様々なリスク因子を明らかにした．短
期カテーテルの使用と同カテーテルの鼠径部への留置
はリスク因子であり，可能な限り鼠径部の留置を避け，
透析導入時期を見定めた血管アクセスの作製により，
透析導入時の短期カテーテル使用を回避することが課
題と考えられた．糖尿病は感染のリスク因子であり，
糖尿病患者に対する感染対策の強化を考慮すべきであ
ると考えられた．また，年齢や性別による感染リスク
の相違は認められなかった．

2015 年度日本透析医会公募研究助成により得られ
た成果の一部は，原著論文として「日本環境感染学会
誌」に投稿して受理された．またその一部は別の原著
論文として投稿中である．そのため，二重投稿となる
ことを避け，本報告書ではその概要を総説的に記載し
た．なお，受理された論文は 2016 年 7 月に発行され
た下記である．

山下恵美，森兼啓太，谷口弘美，他：透析関連感染
の現状とその評価：多施設共同サーベイランスの成果．
日本環境感染学会誌　2016； 31（5）：297-309．

冒頭に記した著者のほかの共著者を下記に記す．
上野一枝（近畿中央病院），高橋陽一（生長会府中

病院），大澤忠（前橋赤十字病院），細田清美（福井県
済生会病院），村田弘美（北光記念病院），伊藤淳（立
川相互病院），又吉慶（那覇市立病院），吉田直子（長
岡中央綜合病院），山下恵美（小倉記念病院），多湖ゆ
かり（彦根市立病院），林沼聖子（近江八幡市立総合

医療センター），水野住恵（秋田厚生医療センター），
前多香（東京北医療センター），工藤雅美（恵愛会中
村病院），奥由美（荻窪病院），坪根淑恵（JCHO 下関
医療センター），畠山国頼（南奈良総合医療センター），
吉川美智代（神戸労災病院），政本紀世（武蔵村山病
院），神谷雅代（刈谷豊田総合病院），岡田浩子（中東
遠総合医療センター），帯金里美（名古屋市立緑市民
病院），中島博美（高砂市民病院），宮崎明子（相原第
二病院），武良由香（常磐病院），松崎幸江（いわき泌
尿器科），葛谷明彦（JCHO 中京病院），赤尾康子（加
賀市医療センター），大石恵理子（清栄会清瀬病院），
小林美枝（豊後大野市民病院），近藤恭子（公立置賜
総合病院），宮田こず恵（公立丹南病院）．
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